
35

　

沖
ノ
島
は
、
福
岡
県
宗む

な

像か
た

市
の
沖
合
約
六
十
㎞
、
九

州
と
朝
鮮
半
島
を
結
ぶ
直
線
上
に
浮
か
ぶ
孤
島
で
す
。

周
囲
約
四
㎞
の
無
人
島
で
、
現
在
は
宗
像
大
社
の
神
官

が
十
日
交
代
で
島
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

島
は
、
急
峻
な
山
岳
と
そ
の
麓
の
太
古
の
ま
ま
の
原

生
林
か
ら
な
り
、
古
代
祭
場
は
原
生
林
の
中
の
巨
岩
群

に
あ
っ
て
、
波
の
音
、
風
の
音
、
鳥
の
鳴
き
声
の
み
が

静
か
に
流
れ
る
別
世
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
末
に
か
け
て
、
遣
唐
使

な
ど
の
対
外
交
渉
の
成
就
や
航
海
の
安

全
を
願
っ
て
国
家
的
祭さ

い

祀し

が
執
り
行
わ

れ
、
自
然
の
中
で
の
祭
祀
か
ら
社
殿
に

お
け
る
祭
祀
ま
で
、
日
本
の
神じ

ん

祇ぎ

信
仰

の
祭
祀
形
態
の
変
遷
を
確
認
で
き
る
国

内
唯
一
の
遺
産
で
す
。

　

沖
ノ
島
か
ら
は
、
朝
鮮
半
島
や
大
陸
か
ら
伝
来
し
た

金
の
指
輪
、
馬
具
、
唐と

う

三さ
ん

彩さ
い

、
ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
国
際

色
豊
か
な
奉
献
品
が
出
土
し
、
約
八
万
点
の
出
土
品
は

す
べ
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
、「
海
の
正
倉
院
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

大
陸
へ
の
航
海
を
担
っ
た
古
代
豪
族
の
宗
像
氏
が
篤

く
崇
拝
し
た
宗
像
三
女
神
は
、
沖
ノ
島
の
沖お

き

津つ

宮み
や

、
玄

界
灘
の
大
島
の
中な

か

津つ

宮み
や

、
宗
像
市
田
島
の
辺へ

津つ

宮み
や

の
三

社
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
一
月
、
沖
ノ
島
、
宗
像
神
社
境
内
及

び
宗
像
氏
の
墳
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る
津つ

屋や

崎ざ
き

古
墳
群

を
始
め
と
す
る
関
連
遺
産
群
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
官
民
一
体
で
設
立
し
た
「
宗
像
･
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議
を
推
進
母
体
と
し

て
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
企
画
・
地
域
振
興
部
総
合
政
策
課 

世
界
遺
産
登
録
推
進
室
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sekaiisan@
pref.fukuoka.lg.jp

福
岡
県

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

「金製指輪」： 新羅からもたらされたもので、同種の指輪が
韓国でも出土しています

「沖ノ島」：東アジア最大級の祭祀遺跡

「新
しん

原
ばる

・奴
ぬ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

」： 津屋崎古墳群の中で最も古墳が
集中する地域


